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   開     議 

 

 

○小関勝助議長 おはようございます。 

 これから本日の会議を開きます。 

 本日の会議に欠席の通告議員は、15番、大沼 

久議員の１名であります。よって、ただいまの

出席議員は、定足数に達しております。 

 本日の会議は、配付しております議事日程第

３号をもって進めます。 

 

 

 日程第１ 市政一般に関する質問 

 

 

○小関勝助議長 日程第１、市政一般に関する質

問を５日に引き続き行います。 

 それでは、順次ご指名いたします。 

 

 

 赤間広議員の質問 

 

 

○小関勝助議長 順位６番、議席番号１番、赤間

広議員。 

  （１番赤間広議員登壇） 

○１番 赤間広議員 おはようございます。公

明党の赤間広でございます。 

 ことしの夏は全国各地で大変な豪雨災害が多

発しました。まず初めに、被災された方々に対

して心よりお見舞いと、お亡くなりになられた

方に対して衷心よりお悔やみを申し上げます。 

 それでは、通告に従いまして質問をさせてい

ただきます。 

 昨年度とことし７月９日、10日に発生した長

井市での豪雨災害は、改めて自然災害の恐ろし

さと人間の無力さを強く認識させられました。

幸いなことに長井市では人的被害が少なく、

少々安堵しているところであります。 

 昨年度に引き続き同じような質問をしなけれ

ばならないことに腹立たしさと悔しさを覚える

のは私だけではないと思います。 

 市民の生命と財産を守るのは私どもの使命で

あり、行政当局におかれましては、もう二度と

このような災害に市民の皆様を遭わせないとい

う強い決意を持って対処していただきたいと思

います。と申しますのは、同じ場所が再び床

上・床下浸水等の被害を受けてしまったことで

あります。教訓は生かされたのか。この際、市

民の皆様に対して昨年度の復旧状況と今年度の

災害発生時の対応と今後の復旧についてお示し

いただきたくお願いいたします。２度あっても

３度はないですと強く申し上げたい。 

 今回の豪雨災害でも、昨年度に引き続き消防

団の皆様には大変なご苦労をおかけいたしまし

た。この場をかりて心より感謝の意を申し述べ

させていただきたいと思います。 

 言うまでもなく、少子高齢化社会を迎え、ま

すます消防団の役割が重要になってくるものと

思われます。今回のことで本当に大変だなと強

く感じました。ある団員は夜勤であったが呼び

出されてきました、また終わり次第職場に戻る

と言っておりました。まさに仕事、家庭を犠牲

にして活動していることに頭が下がります。昨

年度も同じことを提言いたしましたが、大変な

ご苦労をおかけしているわけで、それに見合っ

た報酬を支払うべきと考えます。 

 また、このように大変さだけが目につき、ま

すます消防団になる方が少なくなるものと推測

されます。実際、全国的に言いますと、これは

山形新聞の記事、ことしの２月16日付でありま

すが、1952年に200万人以上いた消防団員が

2013年度には86万人まで減少している状態との

ことです。 




